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料金見直しについて

⃝ 平成３０年度の循環バスの乗車人数では、一般乗車が18,026人、フリーパスが5,360人、回数券が4,438人、定期券が36人。（図１）
料金収入は、一般乗車が18,026人×100円=1,802,600円、回数券が4,438人×50円=221,900円、定期券が15,400円。
合計で2,039,900円となる。

〇 全国のコミュニティバスの運賃形態をみると、７割弱が均一料金としており、そのうち100円以下が40.5％、200円以下が46.2％となっている。また、
大人運賃の平均は、160.6円である。（図2）

〇 近隣市における高齢者等の減免の状況は、図３のとおりであり、高齢者を無料としているは、阿賀野市のみ。
仮に、フリーパス利用者を無料から半額の50円とした場合、5,360人×50円=268,000円の増収となり、2,307,900円の料金収入となる。

〇 現在、小学生の減免は、半額となっている。

平均大人賃金・・・160.6円

図１ Ｈ30年度 循環バス乗車人数一覧（単位：人）

一般乗車 乗り継ぎ ﾌﾘｰﾊﾟｽ 回数券 定期券 合　計

4月 1,461 602 463 343 9 2,878
5月 1,523 665 475 445 5 3,113
6月 1,394 518 475 461 3 2,851
7月 1,210 502 490 386 1 2,589
8月 899 255 469 62 1 1,686
9月 1,435 594 415 389 0 2,833
10月 1,721 597 479 404 7 3,208
11月 1,957 694 527 457 4 3,639
12月 1,673 560 439 289 3 2,964
1月 1,878 683 352 347 1 3,261
2月 1,774 604 393 468 0 3,239
3月 1,101 265 383 387 2 2,138

合計 18,026 6,539 5,360 4,438 36 34,399

図3 近隣市における高齢者、障がい者の減免状況

図２ 運賃の構成比（均一運賃）
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自治体 バス名称 一般料金 高齢者 障がい者 小学生

聖籠町 エコミニバス 100円 無料 無料 半額

新潟市 北区バス 200円 半額 半額 半額

新発田市 あやめバス 100円 減免なし 半額 半額

胎内市 のれんす号（デマンド） 300円 減免なし 減免なし 半額

阿賀野市 阿賀野市営バス 100円 無料 無料 半額

村上市 まちなか巡回バス 100円 減免なし 半額 半額

五泉市 ふれあいバス 200円 減免なし 半額 半額

三条市 ぐるっとさん 150円 減免なし 減免なし 半額

※　回数券、定期券購入時の減免は含まない。
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